
 

 

 

 

東海第二発電所 中央制御室火災を踏まえた 

再発防止対策及び安全管理の徹底について（中間とりまとめ） 

 

当社は、東海第二発電所において火災が続いたことを受け、火災の発生防止のための組織

的な取り組み強化を行い、再発防止に取り組んできました。 

この取り組みを進めている中、本年２月に東海第二発電所の中央制御室において火災を発

生させたことを踏まえ、茨城県より「火災対策の徹底について（厳重注意）」、東海村より「安

全管理の徹底について（要請）」の文書を受領しました。 

（２０２５年２月１４日お知らせ済み） 

当社は、茨城県及び東海村に、東海第二発電所中央制御室火災について早急に実施する必

要のある直接的な対応策を講じるとともに、今後、根本原因分析及びこれまでの火災防止対

策に対する検証の２つの評価プロセスをもとに再発防止対策及び安全管理の徹底を検討する

ことについて初回報告を行いました。  （２０２５年３月２８日お知らせ済み） 

 

当社は本日、外部専門家の助力を得ながら作成した現状の再発防止対策の方針を「中間と

りまとめ」として、茨城県及び東海村に報告しました。また、本年２月に発生した東海第二

発電所中央制御室火災について、安全協定等に基づく事故・故障等発生報告書（第２報）を

関係自治体に提出しました。 

今後、この「中間とりまとめ」に基づいて具体的な実施計画を含めた再発防止対策を策定

し実行してまいります。 

加えて、再発防止対策の方針を取り纏めている最中に発生した５月３０日の原子炉建屋地

下１階における溶接用ケーブル(接地線)からの火災についても、なぜ火災を防止できなかっ

たのか、これまでの取り組みに不足がなかったかの追加検証等を行い、その結果を再発防止

対策に反映します。 

この追加検証等も含めた再発防止対策を策定した段階で報告書として取り纏め、改めて茨

城県及び東海村に報告します。 

 

当社は、今後策定する再発防止対策の実効性を高めるため、安全最優先の行動原則を常に

意識し徹底するとともに、対応状況や安全に対する当社の取り組みを積極的に公開すること

で、地域の皆さまの信頼の回復に努めてまいります。 

 

添付資料 

1. 東海第二発電所 中央制御室火災を踏まえた再発防止対策及び安全管理の徹底について

（中間とりまとめ） 

2. 東海第二発電所 中央制御室内制御盤における火災の発生について（第２報） 

以 上 

 

２０２５年６月１３日 

日本原子力発電株式会社 

◆参考資料 

東海第二発電所 中央制御室火災を踏まえた再発防止対策
及び安全管理の徹底について（中間とりまとめ） 

https://www.japc.co.jp/news/press/2024/pdf/250214.pdf
https://www.japc.co.jp/news/press/2024/pdf/250328.pdf
https://www.japc.co.jp/news/press/2025/pdf/20250613_1.pdf
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東海第二発電所 中央制御室内制御盤における 

火災の発生について（第２報） 

 

１． 経緯 

２０２５年２月４日、東海第二発電所※1 中央制御室内の制御盤より現場の弁の作動試

験を行っていたところ、中央制御室内の移動式炉心内計装制御盤の隙間から炎（こぶし

大）及び煙を確認したため、直ちに二酸化炭素消火器を使用した消火活動を行い、消火

を確認しました。現場を確認した公設消防により、１４時２８分に鎮火が確認されまし

た。また、１４時５５分に火災と判断されました。 

なお、本事象による放射性物質の漏えいはなく、環境への影響、人の汚染や被ばく、人

身災害もありませんでした。 

  ※１：沸騰水型軽水炉、定格電気出力１１０万キロワット。第２５回定期事業者検査中 

(２０２５年２月４日お知らせ済み) 

２． 原因調査結果（直接原因） 

移動式炉心内計装のシェアバルブ※２の作動試験を実施するにあたり、移動式炉心内計

装制御盤の内部回路にあるスローブローヒューズ※３を大容量のヒューズ※４に交換した

ことにより、回路が保護されない状態になったこと、当社社員が中央制御室内に設置さ

れている当該制御盤からシェアバルブのキースイッチを長時間「点火」位置（入状態）に

保持したことで通電状態が継続された結果、抵抗器に異常発熱が生じ、近接する端子台

が焼損に至ったものと推定しました。※５ 

  ※２ ：原子炉建屋２階に設置されており、緊急時に検出器が引抜けない場合や格納容器隔離弁が全閉しない

場合に限って当該制御盤より作動させケーブルを切断し、格納容器の隔離を行う弁。 

 ※３ ：通電によりゆっくりと温度が上昇し溶断するヒューズ。当該ヒューズの容量は０．５Ａであり、シェ

アバルブの動作電流（約５．８Ａ）が流れると０．７秒後に溶断する仕様。 

 ※４：工場出荷時の試験と同条件で実施するため１０Ａのヒューズを使用することとした。 

※５：発生報告書提出時の推定原因については２０２５年２月１２日にお知らせ済み。 

 

３． 再発防止対策（直接原因に対する対策） 

原因調査結果を踏まえ、直接対策として当該制御盤のスローブローヒューズを大容量

ヒューズに交換することを禁止することに加え、以下の対策を講じます。 

① 移動式炉心内計装のシェアバルブ作動試験時の試験方法の見直し 

② 電流測定試験におけるヒューズ変更の禁止 

③ スローブローヒューズの移設及び施錠管理の実施 

④ 注意喚起銘板の取り付け 

⑤ 品質マネジメントシステム規程への反映 

 

なお、根本原因分析に対する再発防止対策案及びこれまでの火災防止対策に対する検証よ

り作成した再発防止対策の方針については「東海第二発電所 中央制御室火災を踏まえた再

発防止対策及び安全管理の徹底について（中間とりまとめ）」にて報告します。 

 

別紙：原因調査結果（火災発生時のメカニズム） 

以 上 

添付資料２ 

◆参考資料 

東海第二発電所 中央制御室内制御盤における火災の発生
について（第２報） 

https://www.japc.co.jp/news/press/2024/pdf/250204.pdf
https://www.japc.co.jp/news/press/2025/pdf/20250613_2.pdf


① 移動式炉心内計装のシェアバルブ作動試験時の試験
方法の見直し

直接原因に対する再発防止対策（対策概略）

② 電流測定試験におけるヒューズ変更の禁止

シェアバルブ作動試験を行う場合、当
該制御盤を使用せず、現場において
乾電池による作動試験を行う。

③ スローブローヒューズの移設及び施錠管理の実施
④ 注意喚起銘板の取り付け

⑤ ①の内容を品質マネジメントシステム規程へ反映

対策③
施錠管理

スローブローヒューズ→

対策④

【直接原因】

①ヒューズを大容量に変更

②キースイッチを長時間「入」に保持

③通電が継続され抵抗器が異常発熱

④抵抗器付近の端子台が発煙・焼損

原因調査結果（火災発生時のメカニズム）

別紙


